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新年明けましておめでとうございます。冬休み中はまとまった雪が降った日もあり，雪遊びの機会

も多かったのではないでしょうか。また，初日の出や初詣，おせち料理，親戚の集い等々，各御家庭

ならではのお正月を迎えられたことと思います。

さて，本日より３学期がスタートしました。本校では冬休み前にもインフルエンザの流行が心配さ

れた時期がありましたが，寒さはこれからがいよいよ本番です。感染性胃腸炎の予防も含めて，学校

では引き続き｢うがい｣｢手洗い｣｢換気｣｢加湿｣に努めてまいります。御家庭でも，学校生活のリズムを

早く取り戻して元気に過ごせるよう，十分な睡眠やバランスのよい食事等で体調を整えさせていただ

ければと思います。学年末まであと３ヶ月です。進級や進学までのこの期間を大切にして，学習面や

生活面でしっかりと学年のまとめを行っていきたいと思います。

子供たちにとっても，御家族にとっても，そして南郷小学校にとっても良い年になるよう，

職員一同頑張ってまいりますので，御支援・御協力をよろしくお願いいたします。

全校のみなさん，明けましておめでとうございます。１７日間の冬休みは，楽しく過ごせましたか。

さて，今年は戌年ですね。戌年の「戌」は，･･･こう書きます（カード）。みなさんが勉強している

｢犬｣の漢字とはちょっと違います。「戌」の字は，「滅」の漢字につながりますが，それは「滅ぶ」や

｢朽ちる」という意味ではなく，「新しい命を守る」という意味があるそうです。秋になり花が落ち，

冬になりその身は枯れ，表面上はうなだれていても内面の命は守られ，力を蓄え続けている。そんな

情景が浮かんできます。つまり，「戌」は命をつなぐとっても縁起がいい言葉なのです。

今年は平成３０年ですね。「平成」の元号は，今年が最後の一年になります。（～中略～）このよう

に，今年は大きな節目となる縁起の良い年になりそうです。そこで，この縁起の良い平成３０年の始

まりに，みなさんには，教室に帰ってから一人一人に，今年の目標を考えてもらいたいと思います。

目標の立て方ですが，「～をがんばりたい」とか「～したい」「～できたらいい」というような弱い

気持ちでの立て方ではなく，例えば「クラスで長縄跳びを300回できるようにする」とか「300回跳び

ます」というような，やる気に満ちた立て方をしてください。そして，目標は本当に達成するのです。

そのために，一生懸命努力することが大切です。見事に目標が達成できたときには，自分をいっぱい

褒めましょう。できた友だちにも，一緒になって，たくさん褒めましょう。そうすると，自分に自信

がわいてきます。勇気もわいてきます。

南郷小学校のみんなのめあては，「間違えてももう一度考え，失敗してもまたやり直す南小っ子」

でしたね。自分に自信をもって，間違えても，目標達成のために何度も挑戦しましょう。そんな平成

最後の年，平成３０年にしてほしいと思っています。

「ガンバレ南小っ子。輝け，南小っ子。」校長先生はいつも，みなさんを応援しています。
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